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Ⅰ  研究主題設定の理由 

近年，社会の変化が加速度的に進み，予測困難な時代となっている。学校教育には，児童生徒が，

様々な変化に向き合い他者と協働して課題を解決していくことができるようにするなど，社会の創り

手として必要とされる力を身に付けることが求められている。その実現のために，『小学校学習指導

要領（平成29年３月告示）』（以下『新学習指導要領』という。)は，前回の改訂の枠組みや教育内容は

維持した上で，確かな学力を育成することや豊かな心や体を育成することを目指して改訂された。生

活科においては，更なる充実を図るために，「体験や活動を行い，低学年らしい思考や認識を確かに育

成し，次の活動へつなげる学習活動を重視すること」，「幼児期の教育において育成された資質・能力

を存分に発揮し，各教科等で期待される資質・能力を育成する低学年教育として連続，発展させるこ

と」等が示された。 

 これまでの自分の取組では，児童が身近な人々，社会及び自然等と直接関わる具体的な活動や体験 

を行うとともに，気付いたことや楽しかったこと等を表現する活動を行ってきた。しかし，『小学校学

習指導要領解説生活編（平成20年６月）』に示されている「気付きの質を高める」ということの理解が

不十分だったため，児童の気付きの質を高めるために必要な手立てを意識した授業づくりができてい

なかった。それは，生活科の学習が幼児期の教育と関連があるのにも関わらず，児童の幼児期におけ

る経験と学習活動のつながりを把握して授業を展開することができていなかったこと，また，学習活

動を通して，どのような児童の姿が表出されればよいかという具体的なイメージが乏しかったことが

挙げられる。 

 以上のことから，本研究では，幼児期の教育との連続性をもって学習活動を進められるように，児 

童の経験や意識に関する情報収集をする。また，単元の評価規準を定め，それを基に一単位時間ごと 

の授業で目指す児童の姿を具体化する。さらに，先行研究や著書を手掛かりに「気付きの質を高める」 

ことの解釈や教師の役割をまとめ，気付きの質を高める工夫について整理する。そして，具体化した 

児童の姿が表出されるように，教師の働きかけを工夫する。 

 このように，生活科の授業において，これまでに育まれてきた児童の力を生かし，目指す児童の姿

を具体化し，伝え合い振り返る活動を充実させるための手立てを工夫すれば，児童の気付きの質を高

めることができるのではないかと考え，本研究主題を設定した。 

 

Ⅱ  研究の構想 

１ 研究のねらい 

 (1)  新学習指導要領や先行研究を基に，気付きの質を高める工夫について整理する。 

(2) これまでに育まれてきた児童の力を授業に生かすための情報収集の在り方について検討する。 

(3) 評価規準から具体的な活動の中で目指す児童の姿を具体化し，必要な手立てを考える。   

(4) 設定した気付きの質を高めるための工夫の有効性について，授業映像や観察記録，児童の振り 

返りカード，実施後の意識調査を用いて検証する。 

 

２ 研究の仮説 

 

 

 

 

 生活科の授業において，これまでに育まれてきた児童の力を生かし，授業で目指す児童の姿

を具体化し，伝え合い振り返る活動を充実させるための手立てを工夫すれば，児童の気付きの

質を高めることができるのではないだろうか。 
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３ 研究の計画 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究の実際 

１ 生活科における「気付き」に関わる整理 

 (1) 生活科における「気付き」とは 

   生活科の学習では，創設以来，具体的な活動や体験を通して自分と身近な環境との関わりの中 

で学ぶことが大切にされてきた。画一的な授業によって，教師から知識を教え与えられるもので 

はなく，児童が自ら思いや願いに基づいて活動し，関心をもち，気付き，考えることの繰り返し 

の中で「確かな気付き」として獲得していくことを重視している。 

 新学習指導要領において，生活科の目標は，次のように示されている。 

具体的な活動や体験を通して，身近な生活に関わる見方・考え方を生かし，自立し生活を豊

かにしていくための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）知識及び技能の基礎 （2）思考力，表現力，判断力等の基礎 (3）学びに向かう力，人間性等 

活動や体験において，自分自身，身

近な人々，社会及び自然の特徴やよ

さ，それらの関わり等に気付くとと

もに，生活上必要な習慣や技能を身

に付けるようにする。(下線筆者) 

身近な人々，社会及び自然

を自分との関わりで捉え，自

分自身や自分の生活について

考え，表現することができる

ようにする。 

身近な人々，社会及び

自然に自ら働きかけ，意

欲や自信をもって学んだ

り生活を豊かにしたりし

ようとする態度を養う。 

この「(1)知識及び技能の基礎」における「気付く」について，『小学校学習指導要領（平成29

年３月告示）解説 生活編』（以下『解説』という。）では,「児童一人一人に，自分自身，身近な

人々，社会及び自然の特徴やよさ，それらの関わり等についての気付きが生まれるということ」

と示されている。しかし，児童が，最初からこのような気付きを獲得するわけではない。 

『解説』では，「気付きの質が高まった」ということを「児童が活動を繰り返したり，対象との

関わりを深めたりすることを通して無自覚だった気付きが自覚されたり，個別の気付きが関連付

けられた気付きになったり，自分自身への気付きが生まれたりすること」と記されている。この

ことから，教師には，児童が自分の気付きを自覚できるようにしたり，関連付けて考えられるよ

うにしたり，視点を変えて自分自身への気付きが生まれるようにしたりして，気付きの質を高め，

確かな認識につなげていくことが求められているといえる。 

(2) 気付きの質を高めるための教師の役割 

1967年の教育課程審議会答申で，低学年の社会科と理科の学習の改善方針が示されて以来，新

教科創設に向けた議論が重ねられてきた。1987年の教育課程審議会答申で，新教科として生活科

を設定することが示され，1989年に生活科が創設された。ここでは，戦後初めての新教科設立で

あったことから，生活科創設に携わった中野*1)の考えを基に，教師が授業を展開する上で基本と

したいことを，次のように整理した。 

 
＊1）中野重人 著『生活科教育の理論と方法』1990年 東洋館出版社 
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ア 何を育てるかということ 

「何を教え，分からせるか」という授業観ではなく，児童の自発性と能動性を重視する授 

業観であることが大切である。教師主導の伝統的授業観を転換させることが必要である。 

  イ 教師の役割を自覚すること 

   生活科においては，教師が児童に教え込むのではなく，援助し助言することが中心になら 

なければならない。教師は一歩退いて援助するという姿勢が望まれる。ただし，全く指導し 

ないということではない。一人の児童に寄り添ったり，グループの中に入り込んだりしてい 

る教師が求められる。 

ウ 学習活動の発端や流れを工夫すること 

授業展開にあって大切なことは，一人一人の児童に学習を保障することである。そのため

に，学習活動の発端を工夫し，児童に活動への意欲をもたせることや，児童の活動の発展や

思考の流れを大切にした弾力的な授業の展開が求められる。動機付けの工夫は，遊びを中心

とした幼稚園の環境構成に多くを学ぶことができる。 

エ 自分自身に目を向けるようにすること 

生活科は，身近な社会や自然を，自分との関わりで見たり考えたりすることを重視してい

る。ここに従前の低学年の社会科や理科との違いがある。また，児童の短所や弱点を指摘し

て，それを直すことによって，よりよい児童にするのではなく，一人一人の長所や取り柄を

見い出すことによって，意欲と自信をもたせ，個性的な人間に育てようとするのである。こ

の発想の転換が大切にされなければならない。 

オ 表現活動を大切にすること 

生活科は，体全体で学ぶ教科であり，そのことを振り返ることで，知的な意味だけでなく， 

自分たちの活動を改めて見直すことによって成就感を確認することができる。そのことが， 

児童の自信となり，その後の活動の基盤になる。また，児童の内なるものを表出させること 

が，個性を生かすことに発展する。そのために，表現活動が大切にされなければならない。 
 

さらに，『解説』の「学習指導の特質」において示された教師の役割について，次のように整理

した。 

ア 児童の思いや願いを育み，意欲や主体性を高める学習活動にすること 

児童が，好奇心や探求心などから生まれる「やってみたい」，「知りたい」といった思いや 

願いをもつことができれば，主体的で意欲的に学ぶことができる。そのため，児童の興味・ 

関心を踏まえ，学習対象との適切な出会いの場を用意するとともに，その思いや願いが更に 

に膨らむような学習活動を展開していくことが大切である。 

イ 児童の身近な生活圏を活動や体験の場や対象にし，本来一体となっている人や社会，自然 

と身体を通して直接的に関わりながら，児童が自らの興味・関心を発揮して具体的な活動や 

体験を行うことを重視すること 

対象に直接関わることが児童の興味・関心を生み出すものであり，学習活動の原動力にも

なるものである直接体験を重視するとともに，一つ一つにじっくりと関わったり，繰り返し

関わったりすることのできる学習活動が大切である。 

ウ  活動や体験の中で感じたり考えたりしている児童の姿を丁寧に見取り，働きかけ，活動の 

充実につなげること 

生活科においては，多様な児童の発言やしぐさを丁寧に見取り，指導に生かすことが大切 

である。そのために，教師は児童が感じ取った事柄を尋ね返したり共感したりするなどの言 

葉掛けや働き掛けを行い，児童の発言やしぐさの背景を理解しなければならない。 

エ 表現したり行為したりすることを通して，働きかける対象についての気付きとともに，自 

身についての気付きをもつことができるようにすること 
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生活科では，具体的な活動や体験を通して，関わる対象への気付きが生まれることが大切  

である。また，児童が自分自身の成長に気付くことも大切にしているのは，自分のよさや可 

能性についての気付きを深め，生活することへの意欲や自信を一層高めることにつながるか 

らである。             
 

これらを踏まえて，本研究における教師の役割を以下３点にまとめる。 

○ 児童の主体的な学びを実現させること 

児童の興味・関心に基づく具体的な体験や活動を行い，児童が気付いたことを基に考えた 

り，学習活動を振り返ることで，手応えや自信などを得て，新たな活動へ生かしたり挑戦し 

たりしようとする。 

○ 活動中の児童の姿を見取り，活動の充実につなげること 

教師が児童の姿を見取り，児童の感じ取った事柄に対して共感する言葉掛けや働き掛けを

することで，児童は次の新しい活動につなげたり，意欲や自信を高めたりする。 

○ 表現活動を大切にすること 

表現活動と体験活動の相互作用によって，気付きの質を高める。教師は，気付きを表現す 

る場面を設定し，児童が気付きを自覚したり，個々の気付きを関連付けて考えたりすること 

ができるようにする。 

 

２ 気付きの質を高めるための具体的な工夫 

  (1) 児童の実態の把握 

低学年における学習活動では，心と体を一体的に働かせて学ぶという特性から，幼児期におけ 

る遊びを通して総合的な学びを生かし，具体的な活動や体験を通して感性を豊かに働かせるとと

もに，身近な出来事から気付きを得て考えることが行われるなど，中学年以降の学習の素地を形

成していくことが重要である。そのためには，幼児期の経験を生かし，見付ける，比べるなどの

活動ができるかを検討していくとよいと考える。具体的には，学習活動の計画に際し，児童のつ

ぶやきや行動観察，意識調査や面接，関係の幼稚園等でのエピソードや便りなどによる情報収集

が考えられる。本研究では，児童の経験や意識に関する調査結果や，近隣の幼稚園や保育所に尋

ねた実際の活動や指導の工夫等に関する調査結果を学習活動の計画に生かすようにする。 

（2） 児童の姿の具体化 

『評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料（小学校 生活）』（国立教育政策研

究所 教育課程研究センター 平成23年11月）には，評価規準に盛り込むべき事項が，生活科の 

内容のまとまりごとに示されている。それを参考に，単元の評価規準を定め，児童の姿を具体化

すると次のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容(６) 評価規準に盛り込むべき内容 単元の評価規準(例) 具体的な児童の姿(例) 

自然や

物を使っ

た遊び 

遊びや遊びに使うも

のをつくる面白さや自

然の不思議さ，みんなで

遊ぶ楽しさに気付いて

いる。 

水を使った遊びを楽し

くするために，遊びを工

夫したり，遊びをつくり

出したりする面白さや，

水の不思議さに気付いて

いる。 

・ 空き容器の押し方，穴の大きさや数に 

よる水の飛び出し方の違いに気付いて

いる。 

・ バックネットを利用すると，高さ競争 

がより楽しくなることに気付いている。 

・ 線状や粒状など，水の形が変わる面白 

さに気付いている。 
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（3） 伝え合い振り返る活動の充実 

ア 指導計画の改善 

体験活動を通して生まれた個々

の気付きを相互に伝え合うことで

それぞれの共通点や相違点に気付

いたり，新たな気付きが生まれた

りして，気付きの質が高まり，次

の体験活動の質も高まる。そのた

め，図１のような体験活動と表現

活動との相互作用を意識した指導

計画を立てる必要がある。その際，

児童の思いや願いを実現するため

の試行錯誤や観察など，対象と十

分に関わることのできる時間的な

ゆとりも考慮する必要がある。 

そこで，単元内の時数配分を工

夫する。例えば，図２のような時

数配分をすることで，対象との関

わりを深めたいという思いや次の

活動への意欲を高めたり，自分自

身への気付きをもったりできるよ

うにする。 

 

   イ 伝え合い振り返る活動の工夫 

前述したとおり，気付きの質を高めるには，表現活動が大切である。そこで，一人一人が気

付きを表現することができるような手立てを考える。例えば，児童の発言を基に振り返りの視

点を例示したり，体験活動の写真や動画を活用したりして，自分自身で振り返ることができる

ようにする。また，気付きを自覚化するために，振り返りカードにかく活動を設定する。その

際，振り返りカードの大きさやレイアウトを工夫したものを提示し，児童が表現方法を選択す

ることができるようにする。さらに，それを用いて伝え合う活動を行うようにする。 

また，伝え合いは，活動や体験の途中にも行われる。児童は，目の前の事実から気付いたこ

とや感じたことを伝え合いながら，話を進めていくことが多い。そこでの気付きを確かなもの

にしたり，充実感や自分自身のよさを味わったりすることなどができるように，教師や友達が

共感的に受け取り返答したり，尋ねたりする場面を設定する。 

 

    ウ 教師の言葉掛け 

 教師は，活動や体験の中で，感じたり考えたりしている児童の姿を見取り，状況に応じた関

わりをすることが必要である。その際，児童に尋ねたり，共感したりするなどの言葉掛けを行

いながら，児童の発言やしぐさの背景を理解しなければならない。また，低学年の児童は，活

動と思考が一体的であり，具体的な活動や体験の中で気付いたことを基に思考を深め，気付き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 体験活動と表現活動の相互作用による気付きの質の高まり*2 

振り返り体験活動

１ ２ ３ ４

改善前

振り返り体験活動① 体験活動②改善後

【表現】
もっと…したい
試してみたい

【表現】
体験①と比べて
みると

工夫，試行，比較など

時間

図２ 時数配分の工夫例 

＊2）「鹿児島県総合教育センター『小学校学習指導要領解説生活編ダイジェスト』2018年」及び「田村学編著『生活・総合 アクティブ・ラーニング 子 
どもたちの「能力」の育成と「知」の創造を実現する授業づくり』2015年」を参考に作成 
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の質を高めていく傾向がある。そのため 

児童が，気付いたことを基に考えられる

よう「見付ける」，「比べる」，「たとえる」，

｢試す｣，「見通す」，「工夫する」などの

多様な学習活動を行うようにすること

が『解説』に示されている。それらを踏

まえて，具体的な活動や体験の場面に応

じた教師の言葉掛けを整理する必要が

あると考え，朝倉*3）の先行研究を参考に

し，表のようにまとめた。 

 

エ  場の構成 

体験活動を実施するには，学習環境を

どのように整えるかが大切である。気付

きの質を高めるためには，児童が繰り返

し対象と関われるような場の構成が重 

要となる。活動に応じて，児童の思いや願いを実現するために，必要な物的環境や人的環境を

工夫する。幼稚園や保育所では，遊びを通して総合的に学ぶことができるようにするため，「幼

児が解決したいと思う課題」が生まれるような意図的な環境構成や，そのために必要となる材

料や道具を幼児の目に留まるところに準備しておくなどの工夫をしている。 

 

３ 児童の実態 

児童の意識調査を行う際に，幼児期の教育を通して育まれた資質・能力を生かす授業を展開する 

ために,幼稚園教育要領等に示された「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた意識調査 

を実施した。（実施日 平成30年６月15日， 対象者 坂元台小学校１年生 62人実施） 

このうち，伝え合い振り返る活動に関する質問項目は，図３のとおりである。この結果から，本

校児童は，文字に書いて伝え合うことより，話したり絵で描いたりして伝え合うことを好んでいる

ことが分かる。学習においては，理解

を深めるために絵を付け加えて伝え合

う活動を行ったり，活動を振り返る時

間に，話したり絵や文をかいたりする

ことや，児童が自分自身の活動を振り

返り，気付きを自覚したり，自分自身

の変容に気付いたりするなどの工夫が

できる。さらには，絵で伝えたいと思

う児童は，絵に描くことを優先にでき

るようにしたり，文で書く場合に話し

言葉で書くことも認めたりして，伝え

たいという思いを実現できるようにし

ていくことも考えられる。 

図３ 

3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文で知らせる
ことが好き

17
絵で知らせる
ことが好き

話して知らせる
ことが好き 17

14

13

2

53

67

63

18 12 17

7

どちらかと言えば
好き

好き どちらかと言えば
好きではない

好きではない

表 教師の言葉掛けの整理 
意図 言葉掛け 

受容する 
そういうことなんだね。 

よくやったね。 

励ます 
きっとできるよ。 

やってみてごらん。 

評価する 
○○なところがいいね。 

○○名人だね。 

比較を促す 
違うところがあるかな。 

ＡではなくＢだったらどうかな。 

分類を促す 
似ているのはあるかな。 

どんな仲間かな。 

決定を促す 
あなたは，どうしたいかな。 

次は，何をしたいかな。 

手順や過程を整
理する 

どうやったら○○になったの。 

どんな順番でやったの。 

根拠を明らかに
する 

どうして○○しようと考えたの。 

なぜ○○にしたの。 

予想を立てる 
○○したらどうなりそうかな。 

今度は，どうなるかな。 

 

＊3）朝倉淳 著『子どもの気付きを拡大・深化させる生活科の授業原理』2008年 風間書房 



 

－ 7 － 

 

また，伝え合う活動の支えとなる友

達との関わりについての児童の意識

は， 図４のとおりである。この結果

から，多くの児童が，友達と関わって

遊ぶことや，遊びの中で相談して決め

ることを肯定的に捉えているという

ことが分かる。友達と関わりながら活

動できるようにするために，学習形態

を工夫したり，教師が児童と児童をつ

なぐ言葉掛けを意識して行ったりし

て，みんなで遊ぶことの楽しさを味わ

うということを大切にしていきたい。 

 

４ 検証授業Ⅰ 

   児童が，対象と繰り返し関わる中で，既有の経験を生かしたり，試行錯誤したりして気付きをも 

つことができる学習材として，水鉄砲遊びを選んだ。そして，児童が互いに伝え合ったり，振り返 

る活動をしたりして，気付きの質が高まることを目指して授業づくりに取り組んだ。 

(1) 概要 

ア 小単元名  

みずであそぼう（大単元 「なつだ あそぼう」に含まれる） 

イ  目標  

身近にあるものを使って，水を利用して遊ぶおもちゃを作り，それを使った遊びを考えて遊 

んだり，遊びの面白さや自然の不思議さに気付いたり，みんなと楽しく遊んだりすることがで 

きるようにする。 

ウ 児童の実態 

小単元「みずであそぼう」を実施するに当たり，児童の興味・関心やこれまでの水を使った

遊びの経験を調査した。水遊びとして，砂遊び，色水遊び，しゃぼん玉遊び，水鉄砲遊びの経 

験を尋ねた。児童の水鉄砲で遊ん

だ経験は，図５のとおりである。

既製品の水鉄砲で遊んだ経験に比

べ，空き容器を利用した水鉄砲で

遊んだ経験は少ないことが分かっ

た。水遊びは，ダイナミックな活

動になることも期待できる。その

中で, 身近なものを遊びに生かし

ながら，友達と関わり合いながら

遊びを創り出すことや，互いのこ

とを考えてルールや約束を守るこ 

との大切さも学べる。そこで，本単元では，空き容器を使った水鉄砲遊びを通した学習活動を

行うことにした。 

図５ 水鉄砲で遊んだ経験に関する児童の実態 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

既製品の
水鉄砲で
遊んだこと

空き容器を
利用した
水鉄砲で
遊んだこと

85 13

5246

2

2

ないある 無回答

図４ 友達との関わりについての児童の意識（６月） 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

68

70

2

友達と遊び
方ややり方
を相談して
決めること
が好き

協力して勉
強したり遊
んだりする
ことが好き

5 12

1020

13

どちらかと言えば
好き

好き どちらかと言えば
好きではない

好きではない
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   エ 評価規準 

生活への関心・意欲・態度 活動や体験についての思考・表現 身近な環境や自分についての気付き 

・ 水を使った遊びを楽

しもうとしている。 

・ 友達と一緒に遊んだ

り，工夫したりしよう

としている。 

・ みんなで楽しく遊ぶ

ために，用具の準備や

片付けをしている。 

・ 比べたり，試したりして

遊びを工夫している。 

・ 遊び方や約束を考え，遊

びをつくり出そうとしてい

る。 

・ 工夫したことや遊んだ

ことを振り返り，自分な

りに表現している。 

・ 水の入った物の押し方や穴

の数によって，水の飛び出し

方が違うなどの自然の不思

議さに気付いている。 

・ 友達と関わって遊ぶ楽しさ

や友達のよさ，自分との違い

に気付いている。 

オ 指導計画 

  これまでの本校の指導計画では，「みずであそぼう」を３時間設定していた。児童が対象と繰

り返し関わり，試行錯誤したり，遊びを工夫する楽しさに気付いたりできるように，指導計画

を見直した。 

時数 主な学習活動 指導の手立て 評価 児童の姿 

１ 

身の回り

にあるもの

を利用して，

水鉄砲遊び

を楽しむ。 

・ 活動場所の設

定 

・ 経験の想起を

促す問い掛け 

・ 身の回りにあるも

のと水を使った遊

びを楽しもうとし

ている。【態】 

・ 過去の経験を思い出して遊

び方を考える。 

・ 水を前に飛ばして遊ぶ。 

・ 水を上に飛ばして遊ぶ。 

・ 友達と競争して遊ぶ。 

２ 

道具を工

夫したり，押

し方を工夫

したりしな

がら，水鉄砲

遊びを楽し

む。 

・ 活動場所の設

定 

・ 気付きの自覚

化を促す言葉掛

け 

・ 比べたり，試した

りしながら，水を使

う遊びや遊び方を

工夫しようとして

いる。【思】  

・ 水を高く飛ばしたり，遠くに

飛ばしたりするために，押す

強さや向きを工夫する。 

・ 材料を変えて遊び，違いを見

付ける。 

・ 水の形が線状や粒状など，変

わる面白さに気付いている。 

１ 

活動を振

り返り,カー

ドにかいた

り動作化し

たりして発

表する。 

・ 活動を想起す

るための資料提

示 

・ 振り返りカー

ドの選択 

・ 気付きを自覚

化を促すための

言葉掛け 

・ 工夫したことや気

付いたことを話し

たり，絵や文で伝え

たりしようとして

いる。【思】  

・ 遊びを工夫したり

楽しく遊んだりす

ることのできた自

分や友達のよさに

気付いている。【気】 

・ 水を高く飛ばしたり遠くに

飛ばしたりするために，自分

が工夫したことを話す。 

・ 水を遠くに飛ばしたり，高く

飛ばしたりするための条件を

確かめる。 

・ 自分が一番楽しかった遊び

の様子やその中で気付いたこ

となどを絵や文で表す。 

・ 活動での自分や友達の言動

を絵や文で表す。 

 

(2) 検証授業の視点 

 

 

 

 

ア 体験活動における伝え合い振り返る活動の工夫 イ 表現活動における伝え合い振り返る活動の工夫 

(ｱ) 活動場所の設定 

(ｲ) 遊びに使う道具や材料 

(ｳ) 教師の言葉掛け 

(ｱ) 活動を想起させるための ICT の活用 

(ｲ) 伝え合い振り返る活動の工夫 

(ｳ) 振り返りカードの見直し 
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 (3) 実際 

   ア  体験活動における伝え合い振り返る活動の工夫 

    (ｱ) 活動場所の設定 

児童が，遊びを創り出したり，試行錯誤した

りすることができるように，図６のような場の

設定を行った。水を確保できるように，水道の

近くにするとともに，たらいに水を汲み置きし

ておいた。バックネットや 50ｍ走のコースロー

プがあることで，水の飛んだ高さや距離を目測

できる。材料コーナーには，自由に使うことの

できる穴の開いたペットボトルキャップや空き

容器を準備した。 

様々な遊び方を考えたり，試したりすること

で，児童は遊びに没頭することができる。校庭

での水鉄砲遊びは，児童にとって，非日常的な

活動ではあるが，開放感も相まって，写真１の

ように，混雑していない場所を選んで，飛距離

を比べたり，走りながら飛ばしたりするなど，

思い切り活動する姿が見られた。 

水の飛んだ高さや距離を目測できることは，

水を飛ばすことを繰り返すうちに，水鉄砲の押

し方で飛距離や高さに関心をもつのではないか

と考え，バックネットの壁を活用した的当てや，

フェンスの柱を基にした高さ比べ，コースロー

プを基にした長さ比べができるよう工夫した。

写真２のように，バックネットで的当てができ 

ることに気付き，自分と的との距離を広げながら飛ばす姿が見られた。また，フェンスを目印

にして水を飛ばした高さを調べる遊びも行っていた。 

(ｲ) 遊びに使う道具や材料 

遊びに使う道具は，児童の身近にある物から

提示し試すようにした。幼児期の経験に関わる

情報を生かし，家庭へ協力を依頼し，マヨネー

ズや食器用洗剤などの容器やペットボトルを準

備した。ほとんどの児童が，複数の容器を準備

していて，自分の準備したものから一番よく飛

ぶものを見付けていた。複数の容器の準備がで

きなくても，試すことができるように共有で 

     きる材料を準備した。また，ペットボトルには，素材や容量の違いもある。そこで，複数の

素材を用意したところ，児童は水を満杯にした時の重さ，押しやすさ，飛び出す水の量で， 

お気に入りの水鉄砲を見付けていた。 

写真２ バックネットでの的当て 

写真３ 穴を開けたペットボトルキャップ 

写真１ 飛距離を比べる様子 

図６ 水遊びのための場の設定 
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また，噴出口の形によって，水の出方の違いがあることに気付くと考え，写真３のように

ペットボトルキャップに穴を開けたものを自由に使えるように準備した。穴の数に着目して

遊びを試し，水の出方に違いが生まれることに気付いていた。 

(ｳ) 教師の言葉掛け 

児童の気付きは，共感的に受け止めることを前提として，加えて問い返しをしたり，称賛 

したりするようにして気付きの質を高めるようにした。次のやりとりは，写真４のように， 

水を高く飛ばしたＡ児が，その落ちてくる様子を例えた場面である。 

 

 

 

Ａ児は，水の落ちる様子を見て，事実を伝えた。

さらに，教師に再現して見せることによって，例え

ることができた。例えることは，気付きと経験を関

連付けられたことである。この後，Ａ児は，近くに

いた友達にもこの気付きを伝え，一緒に高く飛ばす

ことと，落ちてくる時の「つぶつぶ」を見ることを

楽しんだ。教師や友達に伝えられたことで，次への

活動の意欲が高まり，第４時冒頭で真っ先に発表し

た。自分の気付きに自信をもつことができたようだ。 

  Ｂ児は，ペットボトルキャップを付け替えたことによって，水の出方が違うことに気付い

た。次は，その気付きを表す会話である。 

 

  

 

 

 

 

この後，この水鉄砲で高く飛ばすことを何度も試し

ていた。Ｂ児が，第４時冒頭で発表すると，周りの児

童からの共感を得た。また，Ｂ児の「噴水みたい」と

いう表現を聞き，「シャワーみたいだったよ。」，「僕の

は，星みたいだったよ。」という付け加えもあった。振

り返りカードに，「噴水みたい」だと思った時の様子を

絵で表した。発言と記述は異なるが，友達の表現と自

分の表現を関連付けて考えることができたと捉えた。 

 

 

 

 

 

Ｂ児：(噴出口を上に向けて水を飛ばしながら）先生， 
見て！噴水みたい！ 

Ｔ ：うわあ，すごいね。本当に噴水みたいだね。どう 
やったら噴水になったの。【手順を尋ねる】 

Ｂ児：穴がいっぱい開いているキャップにして，上に 
してぎゅって押したよ。 

Ｔ ：キャップの穴がたくさん開いていると，噴水み 
たいに水が出てくるんだね。 

写真５ 噴水を見せるＢ児 

図７ Ｂ児の振り返りカード 

みずを そらに かけて へとぼとるで そらにむけた  

みた。おちて ほしみたいに おちてきました。 

Ａ児：先生，落ちてくる時に，丸いつぶつぶで落ちてくるよ。 

Ｔ  ：どういうこと。やってみて。【再現を促す】 

Ａ児：ほら。ネックレスの丸いのみたいだよ。 

Ｔ  ：本当だね。落ちるところもよく見ていたね。 

写真４ 水を上向きに飛ばすＡ児 



 

－ 11 － 

 

イ 表現活動における伝え合い振り返る活動の工夫 

(ｱ) 活動を想起させるための ICT の活用 

振り返りカードに文や絵でかく活動や話し合

う活動を改めて設定すると，時間が開いてしま

い想起できないこともある。そこで，写真６の

ように，デジタルカメラ等で記録したものを大

型テレビ，書画カメラを利用して，振り返る手

掛かりにできるようにした。振り返る活動の導

入で，写真をテレビに提示した。児童は，提示

された画像を見ながら活動を振り返ることがで

きた。また，実態調査で「話して伝えることが

あまり好きではない」と回答した児童が，写真

を基に自分の活動について話すこともできた。

このとき使った写真は，黒板に提示するなどし

て活用した。 

さらに，写真７のように，振り返りカードを 

提示して発表できるようにすると「水を遠くに 

飛ばすことが楽しかった。」ということに対し 

て，「一緒だよ。」，「僕も同じだよ。」という声 

があった。そこで，全体に，「どうやったら水 

を遠くに飛ばせたのかな。」と尋ねると,「強く 

ぎゅっと押したらよく飛んだよ。」，「水をいっぱい入れて強く押したら遠くまで飛んだ。」,

「マヨネーズの容器が一番いいよ。」，など活動を振り返りながら気付きを自覚することや関

連付けて考えることにつながった。 

(ｲ) 伝え合い振り返る活動の工夫 

これまでは，個人の振り返りカード

をかく活動の後に，全体で共有する時

間を設定していた。しかし，絵や文で

表すことに戸惑う児童やかくことをし

ぼれない児童もいた。そこで，図８の

ようにまず口頭で多様な気付きを出し

合った後，かく活動につなげた。動作

を加えながら発表したり，友達の発表

に共感したり，付け加えたりする姿が見られ，自分自身の振り返りが充実した。 

(ｳ) 振り返りカードの見直し 

自分の伝えたいことを絵や文などで，のびのびとかけるように，振り返りカードをＡ４判

からＢ４版へ変更した。また，絵を大きく描いて伝えたい児童は，八つ切り画用紙も選べる

ようにした。 

事前アンケートで，話すことは好きだが，絵や文で知らせることは好きではないと回答し

ていた二人の児童の事例を紹介する。 

写真７ 振り返りカードを提示して発表する様子 

図８ 伝え合い振り返る活動の工夫 

写真６ 写真を見て話す様子 
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図９は，Ｃ児の振り返りカードである。Ｃ児は，

画面に「さくらじま」という添え書きをしている。

本校の校庭から桜島を望むことができる。カードを

かいている途中，教師が「桜島もかいてあるね。ど

うしてかな。」と尋ねると，「桜島に届くくらいに， 

いっぱい水を飛ばしたから。」と笑顔で答えた。そ

れぞれの人物の近くには，自分や友達の名前も書か

れている。画面から，友達と関わり思い切り楽しん

だことが伝わる。 

一方，Ｄ児も水を上に飛ばしたり，遠くに飛ばし

たりして遊んでいた。そのとき，ある児童が「水鉄砲

でお絵描きができるよ。」と言い，それを聞いた数人

の児童が, 校庭に星や文字をかき始めたのを見て，

Ｄ児も加わった。 

図10は，Ｄ児の振り返りカードである。Ｄ児は，

八つ切り画用紙を選んだ。振り返りカードをかく活

動の途中，教師がＤ児に「水鉄砲で，たくさん数字

をかいたね。」と声を掛けると，「僕ね，いっぱいか

いたんだよ。」とうれしそうに語った。振り返りカー

ドには，実際校庭にかいたものより多くかかれてい

たが，表現活動によって，数字をきれいにかけた自 

分に自信をもったり，夢中になって活動した自分を振り返ることができたりしたと考える。 

(4) 成果と課題 

 ア 成果 

   (ｱ) 授業で表出させたい児童の姿を具体化することで，そのために必要な手立てを考えること 

ができた。(場の設定，材料等の準備，振り返りカード) 

  (ｲ) 教師の意図的な言葉掛けにより，児童の行動の背景を探ったり，児童の気付きを自覚させ 

たりすることができた。 

 イ 課題 

(ｱ) 教師と児童と一対一のやりとりが多く，児童と児童をつなぐ関わりが足りなかった。 

(ｲ) 一人一人の気付きを関連付けて考えられるように導くことができなかった。 

  

 (5)  検証授業Ⅱに向けて 

ア 児童の具体的な体験活動が充実するように，繰り返し対象と関わることのできる時間，場， 

道具や材料等の準備を行う。 

イ 児童のつぶやきや発言に対して，共感や問い返しなどを行い，更に児童の発言やしぐさの背

景を理解するようにする。 

ウ  児童の活動やつぶやき，教師の言葉掛け等を記録し，指導に生かせるようにする。 

 

 

図 10 Ｄ児の振り返りカード 

図９ Ｃ児の振り返りカード 
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５ 検証授業Ⅱ 

  (1) 概要 

   ア 単元名  

つくろう あそぼう（平成30年11月６日～11月22日実施） 

イ 目標  

校庭や公園などで集めた身近な自然物や，身の回りにある物を使って，遊びを考えたり遊び 

に使うおもちゃを工夫して作ったりして，遊びの面白さや自然の不思議さに気付き，みんな 

で遊びを楽しむことができるようにする。  

ウ 児童の意識 

     図11より，友達と協力して遊んだり，

学習したりすることを好んでいる傾向に

あること，図12より，児童は，これまで

に秋の自然物を使った遊びを経験してい

ることが分かった。その具体的なものと

して，落ち葉を投げてシャワーに見立て

て遊ぶこと，ままごとの材料として使い

遊ぶこと，冠の飾りに使ったこと，制作

の材料としたことなどが挙げられた。こ

の結果から，これまでの経験を生かし，

身の回りにあるものと組み合わせたりし

ておもちゃを作って遊ぶことが大切であ

り，互いに作ったおもちゃで交流するこ

とを通して，自分と友達の違いや，互い

のよさに気付くことができると考える。     

エ 場の設定 

児童が集めた葉や枝，実などを使って 

できる遊びを出し合い，図13のように，作って遊びたいおもちゃごと

に集まって活動できるようにした。なお，かるこや錐
きり

は，安全面への

配慮から場所を固定し，教師が目の届くところで使用するようにした。

また，材料コーナーには，どんぐりやまつぼっくり，空き箱や毛糸，

紐などを準備して，自由に試行錯誤ができるようにした。 

 

オ 評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

生活への関心・意欲・態度 活動や体験についての思考・表現 身近な環境や自分についての気付き 

・ 身近な自然物を使った遊

びを楽しもうとしている。 

・ 友達と一緒に遊んだり，

工夫したりしようとして

いる 

・ みんなで楽しく遊ぶため

に，道具の準備や片付けを

しようとしている。  

・ 比べたり，試したり，見通

したりして，遊びを工夫し

ている。 

・ 遊び方や約束を考え，遊び

を創り出そうとしている。 

・ 工夫したことや遊んだこ

とを振り返り，自分なりに

表現している。 

・ 身近な自然や物を利用して

遊んだり遊びに使うものを作

ったりすることの面白さや自

然の不思議さに気付いてい

る。 

・ 友達と関わって遊ぶ楽しさ

や友達のよさ，自分との違い

に気付いている。 

図11 友達との関わりについての児童の意識(10月)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

60

59

6

友達と遊び方や
やり方を相談して
決めることが好き

協力して勉強した
り遊んだりするこ
とが好き

6 10

331

25

どちらかと言えば
好き

好き どちらかと言えば
好きではない

好きではない

図13 場の設定の例 

黒板

迷路

迷路

楽器

楽器

的入
れ

こま

材料

けん
玉

かるこ・きり

アクセ
サリー

図12 葉，枝，実を使って遊ぶことに対する児童の意識 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10月

葉，枝，実を使って遊ぶことが好きですか

13 764 16

どちらかと言えば
好き

好き どちらかと言えば
好きではない
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 カ 指導計画（全８時間） 

小単元 時数  主な学習活動 指導の手立て 評価 児童の姿 

あ
つ
め
た 

あ
き
で 

つ
く
っ
て 

あ
そ
ぼ
う 

２ 

 集めた自然物

や身の回りのも

のを組み合わせ，

作ったおもちゃ

などを作って遊

んだり試したり

する。 

・ 作りたいもの

ごとに集まって

作るための場所

の設定 

・ 励ましや予想

を立てる言葉掛

け 

・ 集めた自然物や身

の回りのものを利用

した遊びに，関心を

もっている。【態】 

・ 集めた自然物で遊

べることに気付いて

いる。【気】 

・ 自然物だけで遊ぶ

方法を考える。 

・ 自然物と廃材など

を組み合わせておも

ちゃを作って遊ぶ。 

・ 作ったおもちゃを

友達と試す。 

１ 

 類似するおも

ちゃごとに発表

し，よいところや

工夫するとよい

ところなどを交

流する。 

・ 活動場所の設

定 

・ 改善，修理でき

る時間の確保 

・ 根拠を明らか

にする言葉掛け 

・ 友達のおもちゃで

遊び，面白さやよさ

を伝えようとしてい

る。【思】 

・ 自分や友達の頑張

り，友達と協力して

取り組んだよさなど

に気付いている。

【気】 

・ 友達に遊び方を説

明している。 

・ 友達のおもちゃで

遊んだ感想を伝えて

いる。 

・ 友達の作ったおも

ちゃと自分の作った

おもちゃを比べてい

る。 

も
っ
と 
た
の
し
く 

あ
そ
ぼ
う 

２ 

 前時までに制

作したおもちゃ

を改良したり，遊

びのルールを工

夫したりする。 

・ 前時までの活

動の様子の提示

（写真，紙板書） 

・ 励ましや比較

を促す言葉掛け 

・ おもちゃを改良し

たり，遊びのルール

を工夫したりしてい

る。【思】 

 

・ 友達と遊びのルー

ルを話し合う。 

・ 遊びのルールの伝

え方を考える。 

・ 相手のことを考え

ておもちゃを改良す

る。 

２ 

 おもちゃの種

類ごとに発表し，

よいところや工

夫するとよいと

ころなどを交流

する。 

・ 活動場所の設

定 

・ 改善，修理でき

る時間の確保 

・ 評価する言葉

掛けや，根拠を明

らかにする言葉

掛け 

・ 友達のおもちゃで

遊び，面白さやよさ

を伝えようとしてい

る。【思】 

・ 友達と関わり合い

ながら遊ぼうとして

いる。【態】 

・ 友達の考えた遊び

のルールや約束を守

って遊ぶ。 

・ 友達に遊んだ感想

を伝えようとしてい

る。 

・ 友達との交流を生

かして，自分のおも

ちゃを改良しようと

している。 

１ 

 これまでの活

動を振り返り，自

分や友達の頑張

りなど，気付いた

ことを交流した

り，カードにまと

めたりする。 

・ これまでの活

動の可視化（作

品，写真，動画，

紙板書） 

・ 根拠を明らか

にする言葉掛け

や比較を促す言

葉掛け 

・ 友達と関わって遊

ぶ楽しさや工夫する

ことの面白さに気付

いている。【気】 

 

・ 友達と一緒に作っ

たおもちゃで遊び，

感じたことや気付い

たことを表現する。 

・ 遊びを楽しくする

ために，自分が工夫

したことを表現す

る。 

 

(2) 検証授業の視点 

  

 

 

 

ア 体験活動における伝え合い振り返る活動の工夫 イ 表現活動における伝え合い振り返る活動の工夫 

(ｱ) 活動場所の設定 

(ｲ) 遊びに使う道具や材料 

(ｳ) 教師の言葉掛け 

(ｱ) 活動を想起させるための ICT の活用 

(ｲ) 伝え合い振り返る活動の工夫 

(ｳ) 振り返りカードの見直し 
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 (3) 実際 

ア  体験活動における伝え合い振り返る活動の工夫 

 (ｱ) 活動場所の設定 

30数名の児童が，一斉におもちゃを作ったり，作り

ながら試したりできるようにするには，広いスペース

が必要であると考えた。本校は，オープンスペースや

生活科室の中に要件を満たすスペースが確保できない

ため，本単元を行う際には図工室を利用した。図工室

を利用したことがほとんどないために，安全指導に配

慮した。 

また，写真８のように，同じおもちゃを作る児童で

グループを編成し，作りながら情報交換したり，一緒

に試したりすることができるようにした。 

的入れグループでは，的をどのように作るかが問題

になった。当初，写真９のように，空き箱の中に別の

容器を的として設置していたが，写真10のように，紙

コップを組み合わせて的にする発想が生まれた。この

ような置き方にすると，投げる側が狙いを定めて挑戦

できると考えたからだ。その際，紙コップをどのよう

につなげると安定性があるかも考えていた。 

また，ある児童は，「段ボールを壁にして，的を立た

せるようにしたい。」と調整していた。教師が，「どう

したいのかな。」と尋ねると，「段ボールの右端と左端

を折ると立てられそう。」と答え，それを試していた。

しかし，不安定でなかなか思うようにいかなかったの

で，教師が「お友達が，何かいい考えを教えてくれる

かも知れないよ。」とグループの友達に尋ねてみること

を促した。友達に「〇〇さん，わたし，これをこんな

ふうに立てたいんだけど，どうしたらいいと思う。」と

尋ねると，「（背面の）段ボールに紙コップを付けたら

立つんじゃないかな。」という答えが返ってきた。それ

を試したところ，うまくいきそうだという見通しが立

ち，写真11のように自分の作りたい的入れに近付ける

ことができた。 

さらに，写真12のように，的の位置を高くすること

によって，遊びを工夫する児童もいた。初めは，的を

床や椅子に置いていたが，友達と試す中で，バスケッ

トボールをヒントにして的の位置を高くすることに辿

り着いた。的は作った児童が持ち，高さは遊ぶ児童に

決めてもらうようにしていた。 

写真11 的入れを立てる工夫 

写真10 組み立てた的入れ 

写真９ 初めに作った的入れ 

写真12 的の位置を高くする工夫 

写真８ 同じおもちゃを作るグループ 
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このような学習形態にしたことで，互いに困ったことを伝えられたり，互いに知恵を出し

合ったりして，自分たちで問題を解決することができたと考える。 

(ｲ) 遊びに使う道具や材料 

本校では，児童が自由に使える材料を常時保 

管していない。工作などで必要な場合は，家庭 

で必要な物を用意してもらうことが多い。 

本単元の初めは，児童が空き箱やカップなど 

の身近にある材料を自由に使いながら試せるよ 

うに，写真13のような材料コーナーを設置した。 

自由に使える材料で試す活動を重ねることで， 

児童が身の回りにあるものの中から，自分で材

料を見付けたり集めたりするなど，活動への意

欲を高められたと考える。 

実態調査では，どんぐりごまで遊んだことが

あると答えた児童は多かった。しかし，自分で

作った経験はほとんどなかった。そこで，教科

書に基づいて，かること錐の使い方を示した上

で，どんぐりに穴を開ける活動を全体指導とし

て行った。写真14は，実際に体験させたときの 

様子である。「やってみたい。」，「できると思う。」と言いながら取りかかっても,どんぐり

が硬いため，かるこの針を挿すことが難しく，「先生，やってください。」，「できません。」 

と言う児童もいた。その場合は，針を挿すまでの手助けをし，「ここからは，自分でやって 

みようか。」と促すようにした。また，「貸して。やってあげる。」と自力で道具を使って穴を 

開けることに成功した児童が，教える場面もあった。さらに，道具の使い方に慣れると，こ

まだけではなく，爪楊枝の代わりに竹串を挿してマレットにしたり，ヒートンを挿してアク

セサリーにしたりした。かるこや錐は，児童にとって使い慣れた道具ではなく，鋭利なもの

でもあることから，常に教師の目の届く範囲で使用させるよう，安全指導を徹底するべきで

あることも実感した。 

(ｳ) 教師の言葉掛け 

児童が自ら考え取り組んでいる間は状況を観察し，児童の思いに沿った支援ができるよう 

にした。教師は，児童の活動を共感的に受け止めることを前提とし，発言の背景を理解し，

児童が次の活動へつなげられるようにするために言葉掛けを行った。 

     例えば，けん玉遊びの中で，気付いたことを伝えたＥ児への言葉掛けである。Ｅ児は，ま 

つぼっくりと空き箱，紐を使ってまつぼっくりけん玉を作った。その途中，材料コーナーに 

あった丸ゴム紐に着目し，紐と丸ゴム紐を変えておもちゃの工夫ができた。次は，それを教 

師に伝えてきた場面である。 

 

 

 

 

写真14 かるこを使う様子 

Ｅ児：ほら，先生，入ったでしょ。これ，秘密があるんだよ。 
Ｔ ：すごいね，どんな秘密!? 
Ｅ児：紐をゴムにしたんだよ。ゴムだと，びよーんってなって着陸するんだよ。 
Ｔ ：おおっ！ゴムは，びよーんってなって元に戻るのが面白いね。【意味付け】 

写真13 材料コーナー 



 

－ 17 － 

 

Ｅ児は，遊びを工夫したことによって，ゴムの

性質に気付くことができた。そこで，教師が意味

付けをすることで，Ｅ児が自分の気付きを自覚す

ることができるようにした。また，ゴムの性質を

生かして遊びを工夫できたことも称賛し，充実感

を味わうことができるようにした。 

Ｆ児は，どんぐり，段ボールやカップなどを使

って，どんぐり迷路を作った。活動の様子を観察

していたところ，まさに遊びを工夫しようと，段ボールの底面を押し上げて試行錯誤してい

るところだった。そこで，どのような意図で工夫しているのかを探るために，言葉掛けを行

った。 

 

 

 

 

 

 

Ｆ児は，教師の問いに返す中で，遊びを工夫する

意図について伝えることができた。自分が楽しむだ

けではなく，相手を意識して遊びを工夫しているこ

とも分かった。段ボールの底面を押し上げても，わ

ずかな凹凸しか生まれないが，カップ等を使って障

害物を作る以外の方法も試していた。Ｆ児は，どう

やったら難しい迷路にできるかを考えながら取り組

んでいることが分かった。 

イ 表現活動における伝え合い振り返る活動の工夫 

(ｱ) 活動を想起させるための ICT の活用 

児童の活動や児童と教師のやりとりなどを静止

画や動画で記録した。それらは，学習の様子を振り

返るために活用することができる。 

まず，導入で前時の活動を想起できるようにする

ために，写真17のように，板書に前時の振り返りを

位置付けた。多くの児童が，写真を見ながら前時の

活動を語り始めた。みんなでおもちゃを作ったこと 

を想起した児童から，「この前は，おもちゃ工場みたいだったね。」，「今日は遊園地みたいに

したいな。」など本時の学習活動を話し合うこともできた。 

 具体的な体験活動での振り返りでは，活動の余韻を大切にしながら，児童が話して伝えら 

れるようにした。楽しかったことやできたことについては，自分が主体になる。そこに，友 

達が加わると，人との関わりを通した気付きが見えてくる。そこで，友達との関わりが挙げ 

られた場合は，必ず相手にも状況や考えを求めるようにした。次は，その一例である。 

写真15  けん玉遊びをするＥ児 

写真16 どんぐり迷路を作るＦ児 

Ｆ児：（つぶやき）でこぼこにしちゃおう。 

Ｔ ：どうしてでこぼこにするの。【根拠を尋ねる】 

Ｆ児：でこぼこだったら，難しくなるよ。 

Ｔ ：そうだね。迷路が難しくなるとどうなるの。 

Ｆ児：まっすぐ転がらなくて，違う方に行くかも知れないから面白いんじゃないかな。 

Ｔ ：そうなんだ。先生は，まっすぐ行くのが面白いと思っていたけど… 

Ｆ児：だって，まっすぐだったら面白くないもん。難しい方が絶対面白いよ。 

写真17 導入での写真の活用 
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    自分一人が楽しかったわけでなく，友達のおかげで楽しかったということを伝えることが 

できたと考える。また，話題の中心になった二人だけでなく，二人と同じように相談して進 

めた例へつなげ，友達に遊びのコツを教えてもらったこと，教えてもらってうれしかったこ 

となど，更に具体例を出し合えるようにした。 

単元全体を振り返る際は，これまでに提示し

た静止画や動画を中心に，時系列に整理した２

分程度のスライドショーを提示した。それによ

り，一連の自分や友達の活動や発言を確かめ，

振り返る手掛かりにすることができた。 

このようなまとめに生かすための資料を作成

するためには，教師が授業を進行する中で，可

能な限り児童の活動の様子を記録することが必 

要である。静止画で記録する方法も用いたが， 

児童の発言の中に気付きがあることや，自覚化につなげる手立てになると考えたので，動画

での記録も行った。その際，児童の活動を妨げず，児童と児童，児童と教師のやりとりを記

録するように心掛けた。全時間全児童のやりとりを記録することは難しいが，手元のデジタ

ルカメラや定点から撮影するビデオカメラを利用して，活動を把握できるように努めた。 

(ｲ) 気付きの自覚化を促す言語活動の見直し 

特に，体験活動の直後でない場合，「思い出し

てかきましょう。」と声を掛けても，何をかいて

いいのか戸惑う児童もいる。検証授業Ⅰ同様に，

振り返る場面での学習過程において，「全体」か

ら「個人」,そして「全体」となるようにした。

まず，教師は，児童が思い出して語ったことを

板書し，児童が振り返る手掛かりにしていける

ようにした。そうすると，「楽しかった」，「協力 

した」，「チャレンジした」，などのキーワードが出され，個人での振り返りの活動につなげる

ことができた。 

(ｳ) 振り返りカードの見直し 

振り返りカードは，絵と文の枠を設定したものと，文の枠の設定のないものの２種類から

選べるようにした。絵と文の枠を設定したものを選択した児童が47人, 文の枠のないものを 

選択した児童が17人だった。17人のうち７人は，吹き出しを付け，その場面で発せられた言

葉を吹き出しに書いたり，余白に自分の活動に関わる文を書いたりしていた。 

Ｇ児：わたしは，作るときが楽しかったです。 
Ｔ ：作るときが楽しかったんだね。どうして楽しかったんだろう。【理由を尋ねる】 
Ｇ児：おしゃべりしながら作れたからです。 
Ｔ ：ああ，おしゃべりしながらだと楽しいね。誰としたのかな。 
Ｇ児：Ｈさんです。 
Ｔ ：Ｈさんは，どうでしたか。（Ｈ児につなぐ） 
Ｈ児：わたしはＧさんと作る相談をして，楽しかったです。 
Ｔ ：二人は，相談できたんだね。二人みたいに，お友達と相談した人はいるかな。 

写真18 スライドショーの活用 

写真19 視点を例示した板書 
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図14は，自分の活動場面を主として絵で表現

したＩ児の振り返りカードである。これには，

右からどんぐりごま，まつぼっくりけん玉，的

入れの的がかかれている。こまは，「もっとたの

しくあそぼう」の第１・２時で，友達と一緒に

爪楊枝を挿すために削り方を考えたり，初めて

自分でかるこや錐を使ったりして完成させたも

のである。的入れは，友達との交流で楽しんだ

ものである。中央に描いたまつぼっくりけん玉

は，「もっとたのしくあそぼう」第３・４回目の

授業で，空き箱を生かして作ったものである。

Ｉ児は，カードにかくことで，単元全体の活動 

を振り返ることができた。特に，けん玉は何度も試し，夢中になって遊んでいた。振り返り

カードに，「ひもとごむをくらべただ（ら）ごむのほうがはいりやすかったよ。」という表記

がある。ここから，Ｉ児が試したり，比べたりする活動を行ったことによって，気付くこと

ができたということが確認できる。 

 図15は，自分の活動場面を絵と文で表現した

Ｊ児の振り返りカードである。Ｊ児は，的当て

を作りたいと思っていたが，どのような的当て

にしたらいいか困っていた。そこで，活動を共

にしていた友達が作ったものを見てヒントにし

た。図中の右側の女児がＪ児である。Ｊ児の吹

き出しには，「はやっ」，「わかった」とあること

から，友達のおかげで，自分の困っていたこと

が解決されたと端的に表されている。さらに，

その的当てで「おきゃくさんがたのしんでくれ

ました」ということから達成感や満足感を味わ

えていることも伺える。Ｊ児は，次の時間に，

自分の的当てにヒントをくれた友達(左側の女

児)と一緒に作りたいという思いをもつことも

できた。 

また，図16のように，体験活動での伝え合いや自分の気付きを表現するために，吹き出し

を添える児童もいた。 

 

 

 

 

 

 

  

図 14 Ｉ児の振り返りカード 

図 15 Ｊ児の振り返りカード 

図16 吹き出しが添えられた振り返りカードの例 
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さらに，図17のように，友達のよさや友達と一緒に活動することのよさや，自分の頑張り

に気付いている表現も見られた。 

 

 

 

 

 

 

これまで，Ａ４判の振り返りカードを一斉配布して取り組ませていたが，複数のカードか

ら児童が選べるようにすることで，表現方法も広がり，児童は思い思いに表現することがで

きた。 

(ｴ) 伝え合いによる児童の変容  

対象との関わりを繰り返しもてるようにするとともに，「もっと遊びを楽しくするには,ど 

うしたらいいか」という視点で，児童が試行錯誤できる学習計画を工夫した。 

Ｌ児は，３回目の学習で友達の的入れで遊んだことから，「自分も作ってみたい」と思い， 

４回目は的入れを作ることにした。４回目の活動でのＬ児の活動の様子を録画した資料を基 

に分析した。以下，【自分で試す】，【一人の友達と試す】，【友達と一緒に遊びを工夫する】と 

いう段階で遊びを工夫していく様子や学習活動の終末での表現から変容を考察する。 

【自分で試す】 

Ｌ児は，自分の作った的入れでの遊びを試し始めた。 

① 高さ約40㎝の椅子を壁に付けて置き，その上に載せた。 

② Ｌ児は，椅子との間隔を約１ｍとした所を立ち位置とした。 

Ｌ児は，的を狙って力を調整し，上投げでどんぐりを放ったが失敗した。的から外れたど 

んぐりを拾い，立ち位置へ戻った。ただ黙々と「放る－外す－拾う－立ち位置へ戻る」を９ 

回繰り返した。10回目に，ようやく成功した。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 Ｌ児は，おもちゃを自分で作った後，自分でその遊びを試した。周りに左右されることな 

く，黙々と試し続けた。何か言葉を発しているわけでないが，「どうしたら的に入るか。」の 

一点に集中して試していた。まさに，遊びに没頭している姿だった。 

Ｌ児は，試した回数を記録していなかったが，10回目にしてようやく成功した。10回目ま 

で周りの誰かに話しかけずに黙々と試していたＬ児が声を発した。Ｌ児にとって，ようやく 

図17 振り返りカードの文の記入例 

Ｌ児：先生，入ったよ！ 
Ｔ  ：よかったね。どこから投げて入ったの。 
Ｌ児：ここ。(自分で立っている場所を指す) 
Ｔ ：ここね。また入るかな。 
   【ルールを考えているかを確かめる】 
Ｌ児：（はにかみながら，首をかしげる） 
Ｔ ：ここからって忘れないようにするには，

どうしたらいいかな。 
Ｌ児：線とか引きたいけど･･･ 
Ｔ ：そうだね。マスキングテープを使っても

いいよ。 
Ｌ児：（うなずく）分かった。 
 
Ｌ児：(マスキングテープを床に貼る) 

よしっ，できた。 
Ｔ ：できたね。入るかな，やってみようか。 

写真20 自分の的入れを試すＬ児 

Ｌ児 
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成功できた喜びの表れと捉えた。この時，Ｌ児は的の位置を固定していたが，どんぐりを放 

る位置を固定していなかった。成功した時の感覚や条件を忘れず，次の成功へつながるよう 

にするために，教師は成功した時の立ち位置に目印を付けることを勧めた。 

【一人の友達と試す】 

Ｌ児は，マスキングテープを貼った場所に立ち 

遊びを再開した。成功した時と同じ投げ方で３回 

投げるが，全て失敗した。そこで，的に背を向け 

てどんぐりを放る方法を試した。それを６回試し 

たが，全て失敗した。そのため，成功した時と同 

じ上向きに放る方法に戻したが，４回とも失敗し 

た。次に，ピッチャーをイメージした投げ方に変 

えた。その様子を，すぐ近くでけん玉遊びをしていたＭ児が見ていた。Ｍ児は，Ｌ児の的入 

れに興味を示し，Ｌ児に話し掛けた。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｌ児は，Ｍ児が試すことを了承し，「どうやったら入るか」という共通の目標に向かって試 

し続けた。この時，Ｌ児は，Ｍ児が失敗し続けても「交代しよう」と言わなかった。自分の 

作ったおもちゃで遊んでもらっているという意識が働いていたものと考える。しかし，この 

時には，遊び方を工夫するということはなく，設定された条件の下，どうしたら成功するか 

に意識は向かっていた。 

  【友達と一緒に遊びを工夫する】 

 

 

 

 

 

  Ｌ児は，的を少しずらして成功できるようにし 

た。しかし，Ｍ児は失敗した。再び，Ｍ児はどんぐりを放るが失敗した。しかし，二人は試 

し続けた。なかなか成功しないことから，Ｌ児は固定していた的の位置を調整することにし 

た。Ｌ児は，Ｍ児が成功できるようにするために試してみたと考えられる。Ｌ児は，Ｍ児に 

自分の遊びを試してもらうことを通して，どのようにしたら相手が遊びを楽しめるかという 

ことを考え，的を相手に合わせる工夫に気付いた。本来，決めたルールにこだわって取り組 

みそうであるが，友達にルールを守ってもらうことよりも，友達が的入れの成功を味わえる 

Ｍ児：やっていい。 

Ｌ児：いいよ。 

Ｍ児：（試してみるが，外す。） 

Ｌ児：10回やっていいよ。ここ(マスキングテープを指して)に立って… 

Ｍ児：分かった。やってみる。(どんぐりを放るが，失敗。) 

Ｌ児：（横で見守り，外れたのを確認。）おっしい～!（どんぐりを拾って渡す。） 

Ｍ児：もうちょっとこっちだな。 

Ｌ児：（どんぐりを手渡す。）いいよ。 

Ｍ児：よしっ。（下投げ。失敗。）おっしーい! 

‐ 中略 ‐ 失敗の連続。しかし，二人は試し続ける。 

Ｌ児：あっ（拍手）おしい。（落ちたどんぐりを拾い，Ｍ児に手渡す。的の方へ移動。） 

Ｍ児：（投げる。外す。首をかしげる。その場駆け足）「もう，お願い！入って！」 

Ｌ児：（的を持って椅子に座る。） 

こうしてみようか。(投げて)いいよ。 

Ｍ児：（どんぐりを放るが，失敗する。） 

Ｌ児：（どんぐりをＭ児に渡す。） 

Ｍ児：あと…４回ね。いくよ。（失敗する） 

…ああ…（膝をつく） 

写真 21 二人で的入れを試すＭ児とＬ児 

写真22 的の置き方を変えて遊ぶＬ児とＭ児 

Ｌ児 

Ｍ児 

Ｌ児 Ｍ児 
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ようにＬ児が工夫した例であると考える。 

Ｌ児は，的と立ち位置の距離を工夫した後，的の高さを工夫することを試した。Ｍ児が， 

バスケットボール少年団に所属していることもあり，どんぐりを放る時にバスケットボール 

をシュートするフォームに近かったことからつながったものと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｌ児は的を頭上に持ち上げ，座面の高さ約40㎝の椅子に立っているので，床からの高さ 

    は約170㎝あったと推測される。Ｍ児は，的を見上げながらも，入るかどうかわくわくしてい 

るようだった。この姿から，的が明らかに入ると思われる位置にある状況より，「入るかどう

か分からない」という確証のない状況あるいは難しいのではないかと感じられる状況の方が，

子供の遊びに対する意欲をかきたてるものであると考える。Ｌ児とＭ児が二人で的に入った

のを確認した時の歓声には，的入れを成功させたうれしさ，的を高くすることで遊びが面白

くなることを確認できた喜びが含まれると考える。 

   Ｌ児は，Ｍ児との試しの活動を踏まえ，他の友達（Ｎ児）にも遊んでもらった。的を椅子 

に置いた場合を「普通モード」，Ｌ児が，的を頭の上にして椅子の上に立った場合を「バスケ 

モード」として，遊ぶ友達に選んでもらうようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｌ児は，Ｎ児に「バスケモード」を勧めた。前回までに，床や椅子に的が置いてあるもの 

を見ていたＮ児にとって，自分の身長より高い位置に的のある「バスケモード」に魅力を感 

じたのであろう。隣の列の友達に「バスケモード」の面白さを伝えたり，成功しなくても， 

「バスケモード，超楽しい！」と発したりしている様子からもうかがうことができる。 

このような具体的な活動を通して，終末の振り返りで，Ｌ児の作った的入れに関わる次の 

やりとりがあった。 

 

Ｌ児：そこ（スタート位置）に立って。 
Ｍ児：（言われた場所に立つ。） 
Ｌ児：（的を持ち，スタート位置から一歩下がる） 

いいよ。 
Ｍ児：えっ（笑う）入るよ。 
Ｌ児：（もう一歩下がる。）じゃあこれは？ 

（的を頭の上に上げる） 
Ｍ児：できるかな。 
Ｌ児：やってみて。 
Ｍ児：（ジャンプしてどんぐりを放るが行方を見

失う。）あれ？ 
Ｌ児：（的を下げる。Ｍ児と的の中を確かめる。） 
Ｍ児：（中を確かめると）うわあ，入った!! 

（顔を見合わせる） 

Ｌ児：バスケモードね。（的の高さを上げる） 
Ｎ児：うわあ，バスケモード!?高いっ。 
Ｌ児：（Ｎ児の動きに合わせ，的を動かして，入

れてあげようとする。） 
Ｎ児：（投げる。外す。）ははっ。（隣の列の友達

に）ねえねえ，ぼく，バスケモードだよ。
（Ｌ児を見て）今… 

Ｌ児：（右手でⅤサインを作って，２回と合図す
る。） 

Ｎ児：（どんぐりは的から外れた。拾って立ち位
置に戻る。）バスケモード,面白い！ 

Ⅼ児：ちょっと高さを変えようか。 
Ｎ児：そこでいいよ。（投げるが外す。）バスケ

モード，超面白い！ 

写真 24 的の高さを変えて遊ぶ様子 

写真 23 的の高さを上げて試す様子 

Ｌ児 Ｍ児 

Ｌ児

Ｎ児 
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Ｍ児から発表があったので，教師は，Ｌ児やその他の児童の発言へつなぐようにした。Ｌ

児は，Ｍ児と一緒に試したことで遊びが変わったこと，Ｎ児にも喜んでもらえたことを実感

できたと考える。 

   図18は，Ｌ児の振り返りカードである。Ｍ児と共に

遊びを工夫した結果，「バスケモード」への手応えを感

じ，友達に遊んでもらっている場面が描かれている。

的を持つ本児の友達への声掛け，自分の番を楽しみに

している友達，自分の番を楽しみに待つ友達の気持ち

を推測している様子が表現されている。 

本単元での学習後の調査において，Ｌ児は，「ともだ 

ちのまといれとつなげていろいろなことをいかす」こ 

とが大事だと答えた。このように考えた背景をＬ児の 

学習の様子から探った。的入れの前には，Ｌ児はけん 

玉を作っていた。けん玉を作った際，けん玉で遊ぶだけでなく，マラカスとけん玉を一体化

させた「マラカスけん玉」を作ったり，一人がけん玉の玉を投げて一人が玉をキャッチする

「二人でけん玉」という遊び方を考えたりしていた。本単元のＬ児の活動の様子から，まず，

自分が自然物や身近な素材と関わり，遊びを創り出そうとする姿が見られた。さらに，試行

錯誤の中で「うまくいった」，「うまくいくには，どうしたらいいか」，「もっと楽しむために

は，どうしたらいいか」などの思いを教師や友達に言葉で伝えたり，共に考えたりして，遊

びをよりよくしようとすることができた。児童が，試行錯誤することのできる材料を事前に

準備し，友達との関わりももてるような場の設定をすると，関連付けて考えたり，自分自身

への気付きをもったりすることができた。また，それらの過程を伝えることで，活動のよさ

を実感したり，次の活動への意欲を高めたりできることができた。 

ウ 児童の変容 

図19は，協同性に関わる児童の意識の変容を比較したものである。友達と関わり合って活動 

する経験を重ねてきたことで，「協力するのが楽しいから」，「みんなで試したから」,「協力す

るとだんだん面白くなる」，「みんなが教えてくれる」，「友達と一緒にアイデアを考えるのが好

きだから」と実感している。 

Ｔ ：今日は，どんな学習をしたかな。 
Ｃ ：的当て／けん玉／楽器／作ると遊ぶ 
Ｔ ：そうだね。作ったり遊んだりしたね。その中で，楽しかったことや気付いたことがあ 

りますか。 
‐ 中略 ‐ 
Ｍ児：（遊んだ場所を示しながら）Ｌくんが作った的入れで遊んだら楽しかったです。 
Ｔ ：あら，そうなんだ。Ｌさん，ちょっと教えて。 
Ｌ児：的入れ（的を椅子に置いた状態）とバスケ（Ｌ児が的を持ち，頭の上に構える状態）

のどっちか選べるようにした。Ｍくんが「バスケみたいにして。」って言ったからやっ
てみました。 

Ｔ ：遊ぶ人が高さを選べるようにしたんだね。 
Ｌ児：（うなずく） 
Ｔ ：どうして高さを選べるようにしたの。 
Ｌ児：自分でレベルを決めてやったら，入れるぞって気持ちになると思ったから。 
Ｎ児：うんうん，レベルを自分で決めてすっごく楽しかったです。 
Ｃ ：100 点が入ってたよ。 

図 18 Ｌ児の振り返りカード 
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  児童が友達と関わる上で，自分の思

いをどのように表現していくかという

ことも大切である。協同性に関わる意

識の変容との関わりが見られるものと

して，表現の仕方に関わる意識の変容

を調べた。図20は，その結果を示した

ものである。検証授業前と検証授業後

を比較すると,絵で伝えること，話して

伝えること,文で伝えることを好きな

児童の割合が増えた。 

話して伝えることが好きであると回

答した理由には「みんなが『いいな』

とか『よかったね』とか感想を言って

くれるから」，「自分が話すと相手も楽

しかったことを教えてくれるから」，

「みんながいいことを言ってくれるか

ら」などが挙げられた。 

絵で知らせることを好きと回答した

理由には，「絵を描くことが楽しい」 

の他，「絵に描いたら分かりやすくなる

から」，「先生や友達が『すごいね』と

言ってくれるから」と相手との関わり

を通して実感したことを根拠としてい

ることが分かった。 

文で知らせることを好きと回答した

理由でも「文だといろいろなことを教

えられるから」，「友達に感想をもらう

とわくわくするから」など文章を書く

経験を重ねて，自信を付けたり，他者

との関わりをもつ良さを味わったりし

てきたことを根拠としていることが分

かった。友達と考えを伝え合う経験を

重ねることで，自分の得意としている

ことに気付いたり，自分の成長に気付

いたり，友達のよさに気付いたり，他 

者と関わることそのもののよさや楽しさに気付けていると考える。 

一方，「絵が汚くなったら嫌だから」，「あまり得意じゃない」などの理由も挙げられた。教師

が褒めたり，多様な表現を認めたり，児童同士の交流の場を繰り返し設定したりしてプラスに

作用していけるようにしていく必要があると考える。 

 

図19  協同性に関わる児童の意識の変容 
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図 20 思いを伝える方法に関する意識の変容 
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 (4)  成果と課題 

   ア 成果 

   （ｱ） 体験活動を繰り返し設定することで，児童が様々な遊びを考えることができ，自然物や

身の回りのものを使った遊びを楽しむことができた。また，自分の思いや願いの実現に向

け，試行錯誤する姿が見られた。 

   （ｲ） 無自覚の気付きを自覚化させるためには，教師の言葉掛けが有効であった。また，自分

自身や友達のよさに気付くことができるようにするためにも，対話のできる場の設定や教

師の言葉掛けが有効であった。 

   イ 課題 

   （ｱ） 体験活動に没頭する児童の姿を見ながら，途中で区切らない方が児童に寄り添ったもの

と考え，体験活動を延長した。学習のまとめを全体で行ったが，個人レベルのまとめは一

単位時間に収められないことがあった。 

   （ｲ） 伝え合いの際，個人の気付きを全体へ向けて発表するようにしたが，形態を工夫し，多

様な気付きを出し合えるようにすることができなかった。 

 

Ⅳ 研究のまとめ 

 １ 研究の成果 

(1) 気付きの質を高めることについての意義や，そのための学習指導の工夫を整理した。 

   (2) 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿を踏まえた意識調査や活動の経験に関わる調査を行い， 

指導に生かすことができた。また，多くの児童が所属していた幼稚園や保育所の協力を得て，保 

育計画や指導方法などを基に,児童に対応した指導を工夫することができた。 

  (3)  具体的な活動の中で目指す児童の姿を具体化したことで，気付きの質を高めるための指導の工 

夫を選択し，授業を改善することができた。児童の思いや願いを実現するために繰り返し対象に

関わることのできる指導計画にすることや，具体的な活動や体験の場面に応じた教師の言葉掛け

などを工夫することが気付きの質を高めることにつながった。 

   (4) 設定した気付きの質を高めるための工夫の有効性について，授業映像や振り返りカード，観察 

記録，実施後の意識調査を用いて検証することができた。 

 

２  研究の課題 

(1) 気付きの質を高めるための言葉掛けを整理したが，どの言葉を選択するか迷う場面もあった。 

児童の言動とそこから読み取れる思いや願いをより丁寧に分析し，予想される児童の姿ごとに，

適切な言葉掛けを分類・整理する必要がある。 

(2) 児童が，幼児期に育んできた力を学習活動に生かせるようにするため，就学前に在籍していた 

園との効果的な交流の在り方や，家庭の協力を得る方法について明らかにする必要がある。 

(3) 児童が，自分自身や学級における気付きの質の高まりを実感できるように，振り返りカードや 

写真，学級全体でのまとめなど，学習記録の蓄積や活用について明らかにする必要がある。 
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 本研究は，生活科の授業において，気付きの質を高めるため

に，伝え合い振り返る活動の充実を中心に，授業改善を試みた

研究である。 

具体的には，まず，授業で目指す児童の姿を具体化するとと

もに，これまでに育まれてきた児童の力を生かすことができ

るよう，情報収集の方法を工夫した。また，体験活動と表現活

動の相互作用を意識した指導計画の改善や児童相互の伝え合

いが生まれるための場の構成を工夫，意図的な言葉掛けを

行った。さらに，振り返る活動においては，児童の伝えたい思

いを大事にし，口頭で発表した内容を基に視点を例示したり，

振り返りカードを選択できるようにしたりした。 

その結果，活動に熱中し没頭する姿，新たな気付きをもった

喜びに満ちた表情，次の活動を心待ちにする姿が見られるな

ど，児童が気付きを自覚したり，関連付けて考えたりしながら

気付きの質を高めることができた。 

 生活科が創設されてから30年となる記念すべきこの年に，

当センターとしては，実に13年ぶりに生活科の長期研修者を

迎えた。 

各学校においては独自の年間指導計画に基づいて活動を進

めるが，ほとんど全ての学校において生活科の授業を行うの

は低学年担任である。そのため，「どんな活動をするか」は共

有できても「何を学ばせるか」については共有されずに，生活

科授業の進め方に悩む教師も多い。 

本研究は，このような指導上の課題に真摯に向き合い，「気

付きの質を高める」ための様々な手立てについて研究したも

のである。注目したいのは，「気付いたことを基に考える」と

いう学習を成立させるため，児童が活動に熱中し，工夫や発

見，喜びなどの多くの気付きが生まれ，それを伝えたい気持ち

が高まるような場の構成や言葉掛けを工夫するなど，活動中

における伝え合い振り返る活動の充実を図ったことである。 

このように「気付きの質を高める」生活科授業を展開するこ

とは，まさしく，「主体的・対話的で深い学び」の視点で授業

を改善することと同じである。 

今後も，他教科等における学習や中学年以降の学習とのつ

ながりを踏まえて児童の姿を捉え，学びの質を高めるための

教師の役割を追究していくことを期待する。 


